
稿寄

1
　 

九
州
大
学
の
T
A
制
度
の
概
要

九
州
大
学
に
お
け
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）

制
度
は
、
大
学
教
育
の
質
向
上
を
目
指
し
、
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
大
学
全
体
で
体
系
的
な
教
育
支
援
を
提
供
す
る

た
め
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｔ
Ａ
制
度
は
次
の
通
り
３
つ
の

階
層
を
設
け
て
い
る
［
図
１
］。

Ｂ
Ｔ
Ａ
（Basic Teaching A

ssistant

）：
基
本
的
な
講
習

を
受
け
た
優
秀
な
３・４
年
生
の
学
部
生
が
取
得
で
き
る
Ｔ
Ａ
資
格
。

主
に
学
部
の
講
義
や
演
習
の
補
助
業
務
を
行
う
。

Ａ
Ｔ
Ａ
（A

dvanced Teaching A
ssistant

）：
必
要
な
講

習
や
訓
練
を
受
け
た
優
秀
な
６
年
制
学
部
の
５
年
生
以
上
、
大
学

院
生
、
大
学
院
に
所
属
す
る
研
究
生
・
特
別
聴
講
学
生
・
特
別
研

究
学
生
が
取
得
で
き
る
Ｔ
Ａ
資
格
。
教
員
の
指
導
の
も
と
、
教
育

補
助
業
務
に
加
え
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
担
う
。

Ｔ
Ｆ
（Teaching Fellow

）：
Ａ
Ｔ
Ａ
の
中
で
も
、
特

に
優
れ
た
者
が
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
（Preparing Future Faculty 

ティ
ー
チ
ン
グ・ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
今

―�
九
州
大
学
の
事
例
か
ら
―

長
沼 

祥
太
郎

九
州
大
学
未
来
人
材
育
成
機
構
准
教
授

柿
本 

晶
子

九
州
大
学
学
務
部
学
務
企
画
課
職
員

野
瀬 
健

九
州
大
学
副
理
事
・
基
幹
教
育
院
院
長
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Program

、
大
学
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
修
了
し
た
上
で
、
一

定
の
審
査
を
通
過
し
た
場
合
に
付
与
さ
れ
る
資
格
。
Ｔ
Ｆ
は
、
学

部
の
講
義
や
演
習
の
一
部
を
単
独
で
担
当
し
、
よ
り
幅
広
い
教
育

業
務
に
参
加
す
る
。

こ
の
新
制
度
で
は
、
Ｔ
Ａ
の
標
準
的
な
業
務
が
明
確
化
さ
れ
、
各

階
層
に
応
じ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ｔ
Ａ
は
九
州
大
学
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
と
し
て
活
動
す
る
上
で

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
充
実

し
た
Ｔ
Ａ
業
務
の
実
施
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
新
制
度
で
は
Ｔ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
や
Ｔ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
が
設

置
さ
れ
、
Ｔ
Ａ
を
希
望
す
る
学
生
、
Ｔ
Ａ
活
動
中
の
学
生
、
Ｔ
Ａ

を
雇
用
し
た
い
教
職
員
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
新
制
度
実
施
に
際
し
、
大
学
で
は
Ｔ
Ａ
予
算
を
拡
充
し
、

Ｔ
Ａ
へ
支
払
わ
れ
る
賃
金
自
体
も
引
き
上
げ
た
。

2
　 

Ｔ
Ａ
制
度
改
革
に
至
っ
た
経
緯

制
度
改
革
以
前
の
Ｔ
Ａ
制
度
は
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
例
え
ば

２
０
１
７
年
度
の
学
内
Ｔ
Ａ
調
査
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ａ
の
参
加
人
数

や
科
目
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
業
務
内
容
は
単
純
労

働
に
偏
っ
て
お
り
、
教
育
者
あ
る
い
は
研
究
者
と
し
て
の
成
長
を

促
す
機
会
が
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
逆
に
、
学
生
で
あ
る
Ｔ
Ａ
に
負
担
が
大
き
い
業
務
を
任

せ
る
な
ど
、
業
務
の
内
容
が
不
適
切
な
事
例
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に

近
年
、
大
学
教
育
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
や
安
全
に
対
す
る
意
識

の
重
要
性
が
増
す
中
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
改
革
が
急
務
で
あ
る
と
の
認

識
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

改
革
の
第
一
の
課
題
は
、
Ｔ
Ａ
業
務
の
明
確
化
で
あ
っ
た
。
従

来
は
教
員
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
す
ぎ
て
い
た
た
め
、
業
務
内
容
が

不
均
一
で
あ
っ
た
。

第
二
の
課
題
は
、
Ｔ
Ａ
の
待
遇
改
善
で
あ
っ
た
。
低
い
報
酬
設

定
に
よ
り
、
学
生
が
Ｔ
Ａ
活
動
を
避
け
る
現
象
が
見
ら
れ
、
教
育

の
質
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
予
算
の
増
額
と
採
用
枠
の

拡
大
を
求
め
る
現
場
か
ら
の
声
が
制
度
改
革
の
背
景
に
あ
っ
た
。

第
三
の
課
題
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
適
用
範
囲
拡
大
が
挙
げ
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
学
部
生
の
Ｔ
Ａ
活
動
や
、
院
生
に
よ
る
よ
り
高

度
な
業
務
の
担
当
は
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
第
四
の
課
題
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
の
質
向
上
を
目
指
し
た
、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
全
学
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
整
備
の
重
要
性
も
指

摘
さ
れ
た
。
従
来
の
制
度
下
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
Ｔ
Ａ
の
能
力

差
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
九
州
大
学
は
全
学
的
な

新
Ｔ
Ａ
制
度
を
２
０
１
９
年
後
期
よ
り
開
始
し
た
。

3
　
Ｔ
Ａ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
と
内
容

Ｔ
Ａ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
提

供
す
る
た
め
の
Ｔ
Ａ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム［
表
１
］が
、２
０
２
４
年
11
月

時
点
で
14
科
目
公
開
さ
れ
て
お
り
、そ
の
う
ち
11
科
目
は
日
英
二
言
語

対
応
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
科
目
は
全
学
共
通
の
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム

（M
oodle

）上
で
受
講
で
き
、教
材
と
小
テ
ス
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

各
受
講
生
が
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
各
自
の
必
要
に
応
じ
て
受
講
可
能

で
、か
つ
各
自
の
Ｔ
Ａ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
履
歴
は
Ｔ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
上

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。Ｔ
Ａ
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
必
須
科
目
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、推
奨
科
目（
安

全
管
理
に
関
す
る
科
目
）・一
般
科
目（
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
、資
料
検
索

な
ど
）を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、Ｔ
Ａ
と
し
て
の
知
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
。Ｔ
Ａ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
し
い
情
報
は
、

九
州
大
学
Ｔ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
参
照
い
た
だ
き
た
い（https://

ta-support.kyushu-u.ac.jp/

）。

4
　
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
の
導
入
と
内
容

Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
（
大
学
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、
２
０
０
０
年
代

半
ば
以
降
、
大
学
院
教
育
に
お
い
て
徐
々
に
広
ま
っ
て
き
た
、
大
学

院
生
や
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
を
対
象
に
行
わ

れ
る
研
修
の
こ
と
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
に
大
学
院
を
持
つ
大
学
に

お
い
て
設
置
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
化
さ
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
は
将
来
大
学
教
員
と
し
て
教
壇
に
立

つ
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
学
生
向
け
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
九
州
大
学
に
お
い
て
は
、
後
述
の
通
り
、
Ｔ
Ｆ
と
し
て
の

活
動
を
希
望
し
て
い
る
学
生
向
け
に
も
広
く
提
供
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
九
州
大
学
の
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
に
該
当
す
る
授
業
は
、
大
学
院
基

幹
教
育
科
目
「
大
学
の
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」（
２
単
位
）
の
１

［表1］TA教育プログラム

98

科
目
で
あ
る
［
表
２
］。
こ
の
科
目
で
は
、
質
の
高
い
シ
ラ
バ
ス
作

成
や
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
実
施
な
ど
が
学
習
目
標
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
。
受
講
生
は
、
マ
イ
ク
ロ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
い
っ
た
学
習

活
動
を
通
じ
て
、
実
用
的
な
授
業
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
機
会
を
与

え
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
を
受
講
し
た
学
生
は
授
業
ス
キ
ル
が
向
上
し
、

教
育
不
安
が
減
少
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
き
た
。
Ｐ
Ｆ

Ｆ
Ｐ
は
、
九
州
大
学
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め
の
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る

た
め
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

5
　
運
営
状
況
、実
績

新
制
度
の
導
入
以
来
、Ｔ
Ａ
の
採
用・育
成・活
動
の
支
援
体
制
が

強
化
さ
れ
、実
績
も
着
実
に
向
上
し
て
い
る
。運
営
状
況
と
し
て
は
、２

０
２
４
年
11
月
現
在
在
籍
学
生
の
Ａ
Ｔ
Ａ
資
格
認
定
者
は
３
４
２
０

名
で
、Ａ
Ｔ
Ａ
の
候
補
者
で
あ
る
大
学
院
生（
６
年
制
学
部
の
５
年
生

以
上
学
生
を
含
む
）全
体
の
う
ち
の
47・８
％
に
も
及
ぶ
。一
方
、現
在

在
籍
学
生
の
Ｂ
Ｔ
Ａ
資
格
認
定
者
は
３
９
７
名
で
、こ
ち
ら
は
学
部
３・

４
年
生
全
体（
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
候
補
者
）の
６・８
％
に
と
ど
ま
って
い
る
。

実
績
の
面
で
は
、
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
計
３
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
新
Ｔ
Ａ
制
度
に
お
い
て
、
Ｔ
Ａ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
が
活
動
時
の
意
識
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
業
務
内
容

の
明
確
化
や
時
給
の
値
上
げ
が
特
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る
満
足
度
は
２
０
２
０

年
度
93
％
、
２
０
２
１
年
度
87
％
で
あ
り
、
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
た
い
と

答
え
た
回
答
者
割
合
も
２
０
１
９
年
度
83
％
、
２
０
２
０
年
度
79
％
、

２
０
２
１
年
度
86
％
を
示
す
な
ど
、
新
Ｔ
Ａ
制
度
の
も
と
で
、
Ｔ
Ａ

が
充
実
し
た
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

２
０
２
４
年
度
前
期
ま
で
に
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
を
修
了
し
た
学
生
は
１

７
４
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｔ
Ｆ
と
し
て
活
動
を
し
た
学
生
は

47
名
に
も
上
り
、
Ｔ
Ｆ
活
動
人
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
Ｐ

Ｆ
Ｆ
Ｐ
受
講
生
同
士
の
交
流
や
Ｔ
Ｆ
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
身
の

指
導
力
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
教
育
の
重
要
性
や
楽
し
さ
を
再
認

［表2］「大学の授業をデザインする」全15コマ
の内容
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科
目
で
あ
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［
表
２
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講
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Ｆ
Ｆ
Ｐ
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れ
て
き
た
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Ｐ
Ｆ

Ｆ
Ｐ
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九
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Ｔ
Ｆ
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質
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向
上
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重
要
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ロ
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ム
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り
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教
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現
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る

た
め
の
基
盤
と
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っ
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運
営
状
況
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績
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制
度
の
導
入
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来
、Ｔ
Ａ
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成・活
動
の
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援
体
制
が

強
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さ
れ
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績
も
着
実
に
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し
て
い
る
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営
状
況
と
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は
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０
２
４
年
11
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現
在
在
籍
学
生
の
Ａ
Ｔ
Ａ
資
格
認
定
者
は
３
４
２
０

名
で
、Ａ
Ｔ
Ａ
の
候
補
者
で
あ
る
大
学
院
生（
６
年
制
学
部
の
５
年
生

以
上
学
生
を
含
む
）全
体
の
う
ち
の
47・８
％
に
も
及
ぶ
。一
方
、現
在

在
籍
学
生
の
Ｂ
Ｔ
Ａ
資
格
認
定
者
は
３
９
７
名
で
、こ
ち
ら
は
学
部
３・

４
年
生
全
体（
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
候
補
者
）の
６・８
％
に
と
ど
ま
って
い
る
。

実
績
の
面
で
は
、
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
計
３
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
新
Ｔ
Ａ
制
度
に
お
い
て
、
Ｔ
Ａ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
が
活
動
時
の
意
識
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
業
務
内
容

の
明
確
化
や
時
給
の
値
上
げ
が
特
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る
満
足
度
は
２
０
２
０

年
度
93
％
、
２
０
２
１
年
度
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％
で
あ
り
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Ａ
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と
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た
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者
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も
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83
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、
２
０
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０
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、
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０
２
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％
を
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ど
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の
も
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で
、
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が
充
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し
た
Ｔ
Ａ
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動
に
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で
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る
こ
と
が
窺
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る
。
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０
２
４
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度
前
期
ま
で
に
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
を
修
了
し
た
学
生
は
１

７
４
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｔ
Ｆ
と
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て
活
動
を
し
た
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生
は

47
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に
も
上
り
、
Ｔ
Ｆ
活
動
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数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
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Ｆ
Ｐ
受
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生
同
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の
交
流
や
Ｔ
Ｆ
の
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を
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身
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の
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の
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さ
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識
し
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て

い
る
学
生
も
見
ら
れ
た
。
実
際
に
、
Ｔ
Ｆ
と
し
て
の
活
動
や
Ｐ
Ｆ

Ｆ
Ｐ
の
授
業
内
容
が
、
教
育
経
験
と
し
て
大
学
教
員
の
採
用
時
に

役
に
立
っ
た
と
感
じ
て
い
る
卒
業
生
も
少
な
く
な
い
。

6
　
Ｔ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
と
Ｔ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

九
州
大
学
で
は
、
Ｔ
Ａ
支
援
体
制
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
と
先
に
述
べ
た
Ｔ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
を
設
置
［
写
真
１
］。
学
生
や
教

職
員
、
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。

Ｔ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
は
、
常
勤
職
員
を
１
名
置
き
、
学
生
や
各

部
局
か
ら
の
Ｔ
Ａ
活
動
や
Ｔ
Ａ
制
度
に
関
す
る
質
問
や
相
談
に
応
対

し
て
い
る
。
従
来
各
部
局
で
行
っ
て
い
た
問
い
合
わ
せ
対
応
を
、
Ｔ

Ａ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
が
集
約
し
て
行
う
こ
と
で
、
Ｔ
Ａ
に
か
か
る
手

続
き
の
円
滑
化
及
び
部
局
側
の
負
担
軽
減
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｔ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
は
、
学
生
、
教
職
員
が
活
用
で
き
る
情
報
提

供
・
手
続
き
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、

Ｔ
Ａ
資
格
認
定
証
の
発
行
や
Ｔ
Ａ
公
募
の
確
認
、
活
動
履
歴
の
管

理
な
ど
が
行
え
る
。
ま
た
、
教
員
が
Ｂ
Ｔ
Ａ
、
Ａ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
Ｆ
と

い
っ
た
Ｔ
Ａ
の
資
格
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
公
募
・
検
索
が
で
き
る
機

能
も
備
え
て
お
り
、
Ｔ
Ａ
活
動
を
円
滑
に
支
援
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
『
九

州
大
学
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ａ
資
格
取
得
の
方
法
や
活
動
に
必

要
な
知
識
、
関
連
機
関
へ
の
支
援
案
内
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
学
内
の
留
学
生
や
外
国
人
教
員
に
も
配

慮
し
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
英
語
に
も
対
応
し
て
い
る
。

7
　
制
度
の
有
用
性
、期
待
さ
れ
る
効
果
及
び
課
題

こ
れ
ま
で
述
べ
た
通
り
、
Ｔ
Ａ
制
度
は
、
教
育
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
重
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、
優
秀
な
大
学 ［写真1］九州大学TAポータル
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院
生
や
学
部
生
を
教
育
現
場
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
教
員
と
学

生
の
双
方
に
お
い
て
学
び
の
機
会
を
拡
充
し
、
教
育
指
導
体
制
の

強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
有
用
性
は
、
Ｔ
Ａ
の
活
動

が
、
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
の
学
び
方
だ
け
で
な
く
、
授
業
を

担
当
し
て
い
る
教
員
の
教
授
法
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う

報
告
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
運
用
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
課
題
も
新

た
に
浮
上
し
て
き
た
。
ま
ず
、
Ｔ
Ａ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
か
は
教
員
の
裁
量
に
依
存
し
て
お
り
、
適
切
な
活
用
方
法

が
広
ま
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｔ
Ａ
に
よ
る

教
育
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
を

活
用
し
た
教
授
法
の
開
発
・
普
及
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
の
力
量
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
普
及
し
、

か
つ
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
教
育
現
場
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
Ｔ
Ａ
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
再

考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
を
通
じ

て
Ｔ
Ａ
制
度
の
持
続
的
な
評
価
と
改
善
を
進
め
る
こ
と
で
、
Ｔ
Ａ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
他
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、
成
功
事
例
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
実
践
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
有
効
で
あ

る
。
な
お
、
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
他
大
学
院
生
の
受

講
は
可
能
で
あ
る
が
、
よ
り
受
講
し
や
す
い
形
に
す
る
た
め
、
マ

イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
の
導
入
や
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
に
よ
る
修

了
認
定
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

総
じ
て
、
２
０
１
９
年
よ
り
始
動
し
た
九
州
大
学
に
お
け
る
Ｔ

Ａ
制
度
は
、
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な
要
素
と
し
て
定

着
し
て
き
て
お
り
、
す
で
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
言
え

る
。
し
か
し
、
不
断
に
変
わ
り
ゆ
く
教
育
環
境
の
変
化
に
敏
感
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
Ｔ
Ａ
制
度
を
常
に
進
化
さ
せ
て
い
く
姿
勢

が
今
後
も
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

謝
辞新

し
い
Ｔ
Ａ
制
度
が
始
ま
っ
て
は
や
５
年
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備

と
初
期
か
ら
の
運
営
に
大
い
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
渕
上
佑
子

氏
と
鄭
漢
模
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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院
生
や
学
部
生
を
教
育
現
場
に
参
加
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せ
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、
教
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双
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の
機
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拡
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教
育
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導
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制
の
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て
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る
。
こ
の
制
度
の
有
用
性
は
、
Ｔ
Ａ
の
活
動

が
、
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
の
学
び
方
だ
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で
な
く
、
授
業
を

担
当
し
て
い
る
教
員
の
教
授
法
に
も
影
響
を
与
え
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い
る
と
い
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に
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る
。

し
か
し
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
運
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に
お
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て
い
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の
課
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も
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Ｔ
Ａ
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ど
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Ｔ
Ａ
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が
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に
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な
い
場
合
が
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る
た
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、
Ｔ
Ａ
を
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用
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た
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の
開
発
・
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及
が
急
務
で
あ
る
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ま
た
、
教
育
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の
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に
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る
た
め
、
Ｔ
Ａ
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る
た
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の
新
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な
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も
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る
。
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ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
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で
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Ａ
Ｉ
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な
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ー
に
よ
り
教
育
現
場
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
Ｔ
Ａ
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
再

考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
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等
を
通
じ

て
Ｔ
Ａ
制
度
の
持
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的
な
評
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と
改
善
を
進
め
る
こ
と
で
、
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教
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プ
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等
の
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
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。
ま
た
、
他
大
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の
連
携
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め
、
成
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事
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共
有
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る

こ
と
で
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よ
り
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い
実
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を
取
り
入
れ
る
こ
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で
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る
。
な
お
、
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Ｆ
Ｆ
Ｐ
に
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は
、
現
在
も
他
大
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生
の
受

講
は
可
能
で
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る
が
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よ
り
受
講
し
や
す
い
形
に
す
る
た
め
、
マ

イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
の
導
入
や
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
に
よ
る
修

了
認
定
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

総
じ
て
、
２
０
１
９
年
よ
り
始
動
し
た
九
州
大
学
に
お
け
る
Ｔ

Ａ
制
度
は
、
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な
要
素
と
し
て
定

着
し
て
き
て
お
り
、
す
で
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
言
え

る
。
し
か
し
、
不
断
に
変
わ
り
ゆ
く
教
育
環
境
の
変
化
に
敏
感
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
Ｔ
Ａ
制
度
を
常
に
進
化
さ
せ
て
い
く
姿
勢

が
今
後
も
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

謝
辞新

し
い
Ｔ
Ａ
制
度
が
始
ま
っ
て
は
や
５
年
、プ
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の
整
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と
初
期
か
ら
の
運
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に
大
い
に
携
わ
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く
だ
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に
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場
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心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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稿寄

は
じ
め
に

学
修
の
在
り
方
は
技
術
の
進
歩
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
た
。

１
９
６
０
年
代
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
出
現
し
１
９
９
０
年
代
半

ば
に
一
般
で
の
利
用
が
普
及
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
向
き
合

い
さ
え
す
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学

修
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
今
、G

enerative A
rtificial 

Intelligence

（
生
成
Ａ
Ｉ
）
が
出
現
し
普
及
し
始
め
た
こ
と
が
、

こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
変
化
を
学
修
に
も
た
ら
す
の
は
間
違
い
な

い
。
す
で
に
生
成
Ａ
Ｉ
は
教
員
の
講
義
準
備
負
担
を
減
ら
す
こ
と

な
ど
に
貢
献
し
始
め
て
い
る
が
、
学
生
に
と
っ
て
も
生
成
Ａ
Ｉ
を

学
修
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
に

よ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
は
、
学
修
支
援

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
初
期
活
用
事
例
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

取
り
組
み
の
概
要
を
本
稿
で
紹
介
し
た
い
。

1
　 

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

人
間
の
Ｔ
Ａ
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
講
義
で
は
、
一
般
に
学
生

は
講
義
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
と
考
え
た
時
に
質
問
で
き
る

相
手
や
場
所
、
時
間
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
学
生
は
手
軽
な
質
問

相
手
と
し
て
す
で
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
始
め
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
無
料
版
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
完
全
な
回
答
を
返
さ
な
い
場
合
が
多

く
、
学
生
が
誤
っ
た
情
報
を
信
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
学
生
の
質
問
ス
キ
ル
に
も
向
上
の
余
地
は
大

き
い
。
学
生
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
十
分
に
活
用
し
た
学
修
支
援
を
得
る

た
め
に
は
、
よ
り
高
レ
ベ
ル
の
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
員
の
手
助
け
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
学
生
の
学
修
支
援
の
目
的

で
作
成
し
た
の
が
「
知
財
バ
デ
ィ
」
と
名
付
け
た
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｔ
Ａ
は
、
２
０
１
６
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
が 

“Jill W
atson A

I System
” 

と
し
て
最
初
に
発
表
し
た
。
実
装

さ
れ
た
当
時
、
学
生
は
Ｔ
Ａ
が
Ａ
Ｉ
で
あ
る
と
は
誰
も
気
が
付
か

田
中 

秀
穂

芝
浦
工
業
大
学
名
誉
教
授
・

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
学
修
支
援
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な
か
っ
た
と
い
う
。
Ａ
Ｉ
の
教
育
現
場
に
お
け
る
活
用
の
未
来
を

垣
間
見
せ
た
事
例
と
な
っ
た
。
当
時
、A

I System

を
特
定
の
講

義
の
た
め
に
構
築
す
る
た
め
の
時
間
は
１
５
０
０
時
間
か
か
っ
て

い
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
は
改
良
を
重
ね
、
２
０
２
０
年

に
は
５
時
間
ま
で
短
縮
し
、
学
内
の
多
く
の
講
義
で
利
用
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
大
き
く
教
育
界
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
のW

atson

を
使
用
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
た
め
一
般
に
広
く
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
、
適
切
な
文
章
生
成
の
た
め
の
言
語
モ
デ
ル
の
精
度
を
高
め
る

た
め
の
十
分
な
知
見
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
２
０
２
２
年
11
月
にC

hatG
PT

が
公
開
さ
れ
た
こ
と

で
、
Ａ
Ｉ
利
用
の
民
主
化
が
一
気
に
起
き
た
。
当
初
の
生
成
の
精

度
は
、
実
務
で
す
ぐ
に
使
用
す
る
に
は
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
た

が
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

3.5
→
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

４
→
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

4o
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
さ
れ
る
に
つ
れ
て
実
用
性
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
教
育
業
界
に
お
い
て
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

課
題
や
試
験
問
題
の
作
成
補
助
、
記
述
式
試
験
の
採
点
補
助
、
講

義
資
料
や
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
な
ど
で
の
利
用
例
が
報
告
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
生
成
Ａ
Ｉ
能
力
の
本
格
的
な
活
用
と

い
う
点
で
は
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
２
３
年
11
月
にM

yG
PTs

が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
、
簡
易
に
独
自
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
特
定
の
課
題
領
域
で
の
回
答
の
精
度
を
大
き

く
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
Ｌ
Ｌ
Ｍ
（
大
規

模
言
語
モ
デ
ル
）
の
フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
な
く
、

Ｒ
Ａ
Ｇ
：Retrieval-A

ugm
ented G

eneration

の
仕
組
み

を
用
い
て
特
定
の
資
料
を
参
照
し
て
回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
、
回

答
精
度
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
な

シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
な
く
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
も

必
要
と
せ
ず
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
民
主
化
の
視
点
か
ら
大
き
な
進
歩
で
あ
る
と
言
え
る
。

2
　「
知
財
バ
デ
ィ
」

「
知
財
バ
デ
ィ
」
は
芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
総
合
科

目
の
「
知
的
財
産
入
門
」
講
義
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
と
し
て
使
用
さ
れ

る
Ａ
Ｉ
で
あ
る
。「
知
的
財
産
入
門
」
講
義
は
、
２
年
次
以
上
を
対

象
と
し
た
技
術
者
、
研
究
者
を
目
指
す
学
生
の
た
め
の
知
的
財
産

権
全
般
を
解
説
す
る
入
門
講
義
で
あ
る
。
こ
の
講
義
の
履
修
者
が

講
義
内
容
に
関
し
て
質
問
し
た
い
と
考
え
た
時
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
、
有
料
版C

hatG
PT-4o

のM
yG

PTs
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な
か
っ
た
と
い
う
。
Ａ
Ｉ
の
教
育
現
場
に
お
け
る
活
用
の
未
来
を

垣
間
見
せ
た
事
例
と
な
っ
た
。
当
時
、A

I System

を
特
定
の
講

義
の
た
め
に
構
築
す
る
た
め
の
時
間
は
１
５
０
０
時
間
か
か
っ
て

い
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
は
改
良
を
重
ね
、
２
０
２
０
年

に
は
５
時
間
ま
で
短
縮
し
、
学
内
の
多
く
の
講
義
で
利
用
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
大
き
く
教
育
界
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
のW

atson

を
使
用
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
た
め
一
般
に
広
く
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
、
適
切
な
文
章
生
成
の
た
め
の
言
語
モ
デ
ル
の
精
度
を
高
め
る

た
め
の
十
分
な
知
見
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
２
０
２
２
年
11
月
にC

hatG
PT

が
公
開
さ
れ
た
こ
と

で
、
Ａ
Ｉ
利
用
の
民
主
化
が
一
気
に
起
き
た
。
当
初
の
生
成
の
精

度
は
、
実
務
で
す
ぐ
に
使
用
す
る
に
は
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
た

が
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

3.5
→
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

４
→
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

4o
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
さ
れ
る
に
つ
れ
て
実
用
性
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
教
育
業
界
に
お
い
て
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

課
題
や
試
験
問
題
の
作
成
補
助
、
記
述
式
試
験
の
採
点
補
助
、
講

義
資
料
や
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
な
ど
で
の
利
用
例
が
報
告
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
生
成
Ａ
Ｉ
能
力
の
本
格
的
な
活
用
と

い
う
点
で
は
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
２
３
年
11
月
にM

yG
PTs

が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
、
簡
易
に
独
自
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
特
定
の
課
題
領
域
で
の
回
答
の
精
度
を
大
き

く
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
Ｌ
Ｌ
Ｍ
（
大
規

模
言
語
モ
デ
ル
）
の
フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
な
く
、

Ｒ
Ａ
Ｇ
：Retrieval-A

ugm
ented G

eneration

の
仕
組
み

を
用
い
て
特
定
の
資
料
を
参
照
し
て
回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
、
回

答
精
度
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
な

シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
な
く
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
も

必
要
と
せ
ず
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
民
主
化
の
視
点
か
ら
大
き
な
進
歩
で
あ
る
と
言
え
る
。

2
　「
知
財
バ
デ
ィ
」

「
知
財
バ
デ
ィ
」
は
芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
総
合
科

目
の
「
知
的
財
産
入
門
」
講
義
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
と
し
て
使
用
さ
れ

る
Ａ
Ｉ
で
あ
る
。「
知
的
財
産
入
門
」
講
義
は
、
２
年
次
以
上
を
対

象
と
し
た
技
術
者
、
研
究
者
を
目
指
す
学
生
の
た
め
の
知
的
財
産

権
全
般
を
解
説
す
る
入
門
講
義
で
あ
る
。
こ
の
講
義
の
履
修
者
が

講
義
内
容
に
関
し
て
質
問
し
た
い
と
考
え
た
時
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
、
有
料
版C

hatG
PT-4o

のM
yG

PTs
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機
能
を
用
い
て
作
成
し
た
。
こ
れ
を
著
作
権
、
Ａ
Ｉ
へ
の
プ
ロ
ン

プ
ト
入
力
な
ど
の
基
本
的
な
事
項
を
講
義
で
解
説
し
た
上
で
使
用

さ
せ
て
い
る
。

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
作
成
手
順
は
下
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
ま
ずInstruction

（
命
令
）
に
つ
い
て
は
回
答
に
際
し
て

の
指
示
、
注
意
事
項
を
記
述
し
、
講
義
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の

知
的
財
産
権
に
関
係
す
る
資
料
をKnow

ledge

と
し
て
ア
ッ
プ

し
た
。
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
回
答
を
出
力
さ
せ
る
。
具
体
的
に

は
、Instruction

に
は
Ｔ
Ａ
の
目
的
、
学
生
に
回
答
す
る
際
の
印

象
や
口
調
の
指
定
、
回
答
を
行
わ
な
い
で
も
ら
い
た
い
事
項
、
特

定
の
質
問
へ
の
回
答
内
容
の
指
定
な
ど
を
記
述
し
た
。
こ
れ
ら
は

Know
ledge

に
資
料
を
入
れ
た
後
に
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
対
し
て

模
擬
質
問
を
行
っ
て
、
回
答
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
適
時
、
加

筆
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Know
ledge

に
ア
ッ
プ
す
る
資
料
は
、「
知
財
バ
デ
ィ
」
に
お

い
て
は
文
化
庁
が
公
開
し
て
い
る
『
令
和
６
年
度
著
作
権
テ
キ
ス

ト
』、
特
許
庁
が
公
開
し
て
い
る
『
２
０
２
４
年
度
知
的
財
産
権
制

度
入
門
テ
キ
ス
ト
』
な
ど
、
計
９
フ
ァ
イ
ル
を
使
用
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
知
的
財
産
権
全
般
に
わ
た
る
基
本
的
な
最
新
の
知
識
が

カ
バ
ー
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
が
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
精
度
の

高
い
回
答
の
出
力
が
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
本
講
義
以
外
の
講
義
科
目
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｔ

Ａ
を
作
成
す
る
際
に
は
、Know

ledge

資
料
と
し
て
使
用
す
る

も
の
と
し
て
は
下
記
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
各
教
員

が
講
義
科
目
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
講
義
ノ
ー
ト
が
あ
げ
ら
れ

る
。
講
義
ノ
ー
ト
に
は
シ
ラ
バ
ス
、
講
義
内
容
、
想
定
質
問
へ
の

回
答
、
ス
ラ
イ
ド
、
配
布
資
料
、
参
考
資
料
な
ど
の
当
該
講
義
に

関
す
る
す
べ
て
の
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
講
義

ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
教
員
は
、
こ
れ
をKnow

ledge

に
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
講
義
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
Ａ

Ｉ
に
参
照
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
教
員
が
執
筆
し
た

教
科
書
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
は
出
版
権
と
の

関
係
で
出
版
契
約
の
内
容
確
認
が
必
要
と
な
る
場
面
が
あ
り
そ
う

だ
。
さ
ら
に
は
官
庁
な
ど
が
公
開
し
て
い
る
資
料
、
報
告
書
な
ど

もKnow
ledge

資
料
と
し
て
使
用
で
き
る
。

な
お
、M

yG
PTs

を
使
用
し
て
作
成
す
る
際
に
は
、

Know
ledge

資
料
と
し
て
図
は
多
用
せ
ず
、
テ
キ
ス
ト
で
記
述
し

た
も
の
を
中
心
に
選
択
す
る
方
が
現
時
点
で
は
有
効
で
あ
る
。
こ

れ
は
Ａ
Ｉ
の
図
を
読
み
取
る
能
力
が
ま
だ
十
分
で
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
だ
が
、
こ
れ
も
日
々
進
歩
し
て
い
る
の
で
将
来
的
に
は
あ

104

ま
り
重
要
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、Know

ledge

資

料
に
よ
っ
て
は
著
作
権
に
つ
い
て
考
慮
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
が
Ａ
Ｉ
と
著
作

権
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

「
知
財
バ
デ
ィ
」
は
、
学
生
が
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
、
随
時
、

即
時
に
講
義
内
容
に
関
す
る
質
問
に
回
答
を
得
ら
れ
る
Ｔ
Ａ
で
あ

る
。
随
時
に
回
答
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
、
特
に
Ａ
Ｉ
を
用

い
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
知
財
バ

デ
ィ
」
に
質
問
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
質
問
力
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

学
生
が
「
知
財
バ
デ
ィ
」
に
対
し
て
行
っ
た
質
問
と
回
答
は
Ｌ
Ｍ

Ｓ
を
通
じ
て
報
告
さ
せ
て
い
る
。
質
問
は
講
義
内
容
の
確
認
に
と

ど
ま
ら
ず
、
個
人
と
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
知
的
財
産
権
に
関

す
る
質
問
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
学
生
に
よ
る
「
知

財
バ
デ
ィ
」
の
利
用
に
お
い
て
、
教
員
と
し
て
修
正
が
必
要
と
判

断
し
た
回
答
を
出
し
た
例
は
２
件
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
ア
ッ
プ

し
て
い
るKnow

ledge

中
の
記
述
か
ら
間
違
っ
た
記
述
が
誘
導

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す
ぐ
にInstruction

へ
の
指
示
の

追
加
、Know

ledge

資
料
の
修
正
に
よ
り
解
決
し
、
以
降
、
同

様
の
回
答
を
出
力
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
教
員

に
よ
る
一
定
の
監
視
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、「
知
財
バ
デ
ィ
」
は

Ｔ
Ａ
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
る
。
有
料
版
の
契
約
が
あ
れ
ば
、

作
成
に
要
す
る
時
間
はKnow

ledge

資
料
が
揃
っ
て
い
れ
ば
数

時
間
以
内
に
一
応
の
完
成
を
得
る
。
現
時
点
で
す
で
に
、
大
学
教

員
が
実
施
可
能
な
学
修
支
援
の
手
法
で
あ
る
。
本
学
の
他
の
教
員

に
お
い
て
も
利
用
の
試
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

［図１］「知財バディ」トップ画面
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3
　
今
後
の
展
望

生
成
Ａ
Ｉ
の
教
育
利
用
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
か
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
進
歩
の
速
さ
は
尋
常
で
は
な
い
。
直
近
の
改
善
例

で
は
、
例
え
ばC

hatG
PT

に
検
索
機
能
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
知
識
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大

き
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
言
葉
（
ト
ー
ク
ン
）
の

並
び
の
関
係
性
の
度
合
い
に
基
づ
い
て
言
葉
を
繋
げ
て
発
信
す
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
生
成
Ａ
Ｉ
が
「
考
え
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
しO

penA
I o1

が
出
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
推
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

質
的
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
さ
ら
に
はC

laude

な
ど
の
Ａ
Ｉ
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作
し
、
実
験
を
行
っ
て
検
証
作
業
を
行
う

こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
が
単
に
質
問

に
回
答
を
出
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
代
わ
り
に
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
自
立
的
に
考
え
、
周
囲
に
働
き
か
け
、
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
行
動
を
す
る
、
と
い
う
段
階
に
な
り
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
用
語
の
定
義
は
曖
昧
で
は
あ
る
も
の
の
、
知
性
と
し
て
の

レ
ベ
ル
が
Ａ
Ｇ
Ｉ
（A

rtificial G
eneral Intelligence

：
汎
用

［図2］質問、回答例
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型
人
工
知
能
）
や
Ａ
Ｓ
Ｉ
（A

rtificial Super intelligence

：

人
工
超
知
能
）
の
段
階
ま
で
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
未
来
に
達
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
が
実
現
す
る
と
き
、
単
に
Ｔ
Ａ
を

任
せ
る
な
ど
と
い
う
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
て
、
Ａ
Ｉ
が
人
間

に
代
わ
っ
て
教
育
そ
の
も
の
を
担
当
す
る
こ
と
が
現
実
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
教
員
は
そ
の
よ
う
な
将
来
を
見
据
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
次
々
押
し
寄
せ
て
く
る
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
今
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
を
実
際
に
教
育
・
研
究
で
使
用

し
て
、
進
歩
を
実
感
し
な
が
ら
日
々
改
良
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要

で
あ
ろ
う
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
利
用
は
そ
れ
を
実

践
し
て
い
く
上
で
有
用
な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

最
後
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
下
記
の
質
問
を
し
た
結
果
を
記
述
す
る
。

質
問
：
大
学
の
講
義
に
お
い
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
さ
せ
る
の
か
、
大
学
院
生
に
さ
せ
る
の
か
、
ど

ち
ら
を
推
奨
す
る
か
、
一
つ
を
選
ん
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
：
大
学
の
講
義
に
お
け
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト（
Ｔ
Ａ
）の
役
割
を
担
う
際
、
大
学
院
生
を
選
ぶ
こ
と
を
推
奨
し

ま
す
。
大
学
院
生
の
Ｔ
Ａ
は
、
学
生
と
の
直
接
的
な
対
話
を
通
じ

て
、
個
別
の
状
況
や
感
情
に
配
慮
し
た
指
導
が
可
能
で
あ
り
、
教

育
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
生
成
Ａ
Ｉ
は

情
報
提
供
や
基
本
的
な
質
問
対
応
に
お
い
て
有
用
で
す
が
、
感
情

的
な
サ
ポ
ー
ト
や
複
雑
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
現
場
で
の
人
間
的
な
判
断
力
や

共
感
力
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
大
学
院
生
の
Ｔ
Ａ
を
選
ぶ
こ
と

が
適
切
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
時
点
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
は
こ
の
よ
う
に
か
な
り
謙
虚
な
回
答
を

返
し
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
歩

の
中
で
、
Ａ
Ｉ
が
感
情
を
的
確
に
判
断
、
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、

異
な
る
回
答
を
返
す
日
が
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
来
る
こ
と
は
十
分

に
想
像
で
き
る
。
高
等
教
育
機
関
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
歩
を
、
実

用
的
な
視
点
か
ら
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

な
お
、
本
稿
の
記
述
は
２
０
２
４
年
11
月
上
旬
の
段
階
で
の
情

報
に
基
づ
い
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
歩
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
本

稿
が
公
開
さ
れ
る
時
点
で
は
情
報
に
齟
齬
を
き
た
す
可
能
性
が
あ

る
。
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。
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